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    無機材料への蒔絵定着技術の研究 

グラスやカップなど生活用品に使える蒔絵技術 
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概  要 

 

ガラスや陶器などの無機材料に、漆のみで細かい絵柄を施す蒔絵の従来技術

では、製品の使用時や洗浄時に漆の剥離や蒔絵粉の欠落など、耐久性の低下が

課題であった。そこで、漆にシランカップリング剤を配合した改質漆や下塗剤

を利用してガラス上に蒔絵を施す技術を開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来技術(図 1A)に対して、漆の改質(図 1B)や下塗剤の利用(図 1C)で、ガ

ラス上に蒔絵を施す技術を開発した。その耐洗浄性（食洗機での 100回洗浄）

について評価したところ、従来技術より格段に剥離を抑えることができ、耐久

性に優れた蒔絵定着技術であることが確認できた（図 2）。 

本技術の 

有用性 

漆塗膜の耐洗浄性が向上するため、蒔絵グラスや陶磁器カップなどの製品開

発が可能となる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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